
瀬
戸
内
市
の
文
化
財

足そ
く

」
や
「
樋ひ
ま
き
え
え
ふ
た
ち
こ
し
ら
え

蒔
絵
衛
府
太
刀
拵
」

な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

　
　
　【
国
指
定
重
要
文
化
財
】

　
　
　
色
々
威
甲
冑

　
「
色
々
威
甲
冑
」
は
、
豊
原
北

島
神
社
（
邑
久
町
北
島
）
に
伝
わ

る
南
北
朝
時
代
に
製
作
さ
れ
た
大

鎧
で
す
。
本
作
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
で
彩
ら
れ

た
美
し
い
甲
冑
で
、
江
戸
幕
府
の

老
中
で
あ
っ
た
松
平
定
信
が
全
国

の
優
れ
た
美
術
品
を
紹
介
し
た

『
集
古
十
種
』
と
い
う
書
物
に
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

瀬
戸
内
発
見
伝

【
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
】

紅
糸
素
懸
威
銀
箔
押
二
枚
胴
具
足

　
「
紅
糸
素
懸
威
銀
箔
押
二
枚
胴

具
足
」
は
、
大
賀
島
寺
（
邑
久
町

豊
原
）
に
伝
わ
る
鎧
で
、
備
前
・

美
作
国
に
ま
で
版
図
を
広
げ
た
備

前
の
戦
国
大
名
宇
喜
多
直
家
の
養

子
で
あ
っ
た
基
家
の
愛
用
品
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
甲
冑
は
、
八
浜
合
戦
（
玉

野
市
八
浜
）
の
際
に
、
基
家
が
着

用
し
た
と
さ
れ
、
兜
に
は
、
そ
の

際
の
銃
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　【
国
指
定
重
要
文
化
財
】

　
　
　
大
薙
刀
　
銘
　
盛
光

　
「
大
薙
刀　

銘　

盛
光
」
は
、

遍
明
院
（
牛
窓
町
千
手
）
に
伝
わ

る
室
町
時
代
初
期
に
製
作
さ
れ
た

大
薙
刀
で
す
。

　
本
作
は
、
長
船
派
の
棟
梁
筋
で

あ
っ
た
盛
光
が
製
作
し
た
も
の

で
、
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て
奉
納
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

巻
之
百
五
十
四

色々威甲冑

示
を
行
い
ま
す
。

　

前
期
（
7
月
27
日
～
8
月
18

日
）
の
展
示
で
は
、
重
要
文

化
財
の
「
色い
ろ
い
ろ
お
ど
し
か
っ
ち
ゅ
う

々
威
甲
冑
」
と

「
藍あ
い
か
わ
お
ど
し
か
た
し
ろ
は
ら
ま
き

韋
威
肩
白
腹
巻
（
伝
足
利
尊

氏
奉
納
）」
が
登
場
し
、
後
期

（
8
月
24
日
～
9
月
23
日
）
の
展

示
で
は
、
国
宝
「
太
刀　

無
銘

一い
ち
も
ん
じ

文
字
（
山
鳥
毛
）」
と
重
要
文

化
財
「
大お
お
な
ぎ
な
た

薙
刀　
銘め
い　
盛も
り
み
つ光
」
を

展
示
し
、
前
期
・
後
期
で
一
部
内
容
を

変
え
開
催
し
ま
す
（
後
期
は
要
予
約
）。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
会
期
中
に

は
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
の

「
紅
べ
に
い
と糸

素す
が
け
お
ど
し

懸
威
銀ぎ
ん
ぱ
く
お
し
に
ま
い
ど
う
ぐ

箔
押
二
枚
胴
具

太刀　無銘　一文字（山鳥毛）

【
国
宝
】

太
刀
　
無
銘
　
一
文
字（
山
鳥
毛
）

　
上
杉
謙
信
の
愛
刀
と
し
て
知
ら

れ
る
太
刀
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
に

製
作
さ
れ
た
福
岡
一
文
字
派
の
作

品
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
誕
生
20
周
年
と
い
う

節
目
の
機
会
に
、
市
内
に
伝
わ
る

優
れ
た
武
具
な
ど
の
文
化
財
か

ら
、
本
市
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

前
期
前
期

後
期
後
期

前
期
前
期

後
期
後
期

後
期
後
期

瀬
戸
内
市
誕
生
20
周
年
特
別
展

「
瀬
戸
内
市
の
名
宝
展
」

　
瀬
戸
内
市
は
、
国
・
県
指
定
の

文
化
財
数
が
岡
山
市
、
倉
敷
市
に

次
い
で
多
く
、
歴
史
文
化
資
源
が

豊
か
に
残
る
地
域
で
す
。

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

今
年
で
瀬
戸
内
市
誕
生
20
周
年
と

な
る
の
を
記
念
し
て
、
特
別
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
7
月
27
日
か
ら
9
月
23
日
ま
で

の
間
、
市
内
に
伝
わ
る
国
宝
・
重

要
文
化
財
の
武
具
・
甲
冑
を
一
堂

に
集
め
た
瀬
戸
内
市
初
と
な
る
展

紅糸素懸威銀箔押二枚胴具

令和５年度瀬戸内市応援寄附（ふるさと納税）実績報告

寄附金の使い道 件数（件） 金額（円）
  ①産業の振興に関する事業 2,214 48,825,400
  ②自然または環境の保全に関する事業
  （人と猫が幸せに暮らせるまちづくりのために）

5,926
( 内 338）

128,196,175
( 内 9,296,000)

  ③医療または福祉の充実に関する事業 4,035 86,191,000

  ④教育、文化またはスポーツの振興に関する事業 4,956 117,611,500

  ⑤安全・安心なまちづくりに関する事業 1,175 24,740,000

  ⑥人権に関する事業 379 7,496,000

  ⑦ SDGs の推進に関する事業 713 14,255,000

  ⑧市民活動団体の支援に関する事業 93 1,779,500

  ⑨市長が必要と認める事業 16,018 328,220,000

  ⑩市長が必要と認める事業（※各種プロジェクト） 12,279 272,688,000

合　計 47,788 1,030,002,575

プロジェクト名 件数（件） 金額（円）
  ハンセン病療養所世界遺産登録推進プロジェクト ２ 3,000,000

  夢二のふるさと芸術交流プロジェクト １ 3,000,000

  こどもひろばプロジェクト ４ 800,000

  ＪＲ駅前等整備プロジェクト １ 3,000,000

  食のしあわせプロジェクト ９ 20,530,637

  協働のまちづくり推進事業 １ 100,000

  パリ五輪セーリング競技支援事業 ７ 4,100,000

  伝統工芸美術品「備前☆」の継承・活用による地域振興事業 １ 1,000,000

合　計 26 35,530,637

■個人からの寄附

■企業からの寄附

令和５年度の実績
 （令和５年４月１日～
　　   令和 6 年３月 31 日）

 寄附件数
　 47,814 件
 寄附金額
　 10 億 6,553 万 3,212 円

令和元年度 令和２年度 令和４年度令和３年度

（万件）
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　市では、「ふるさと納税制度」がスタートした
平成 20 年から「瀬戸内市応援寄附条例」に基づ
いて、いただいた寄附金を寄附者の意向に沿った
事業に活用しています。
　いただいた寄附金は「瀬戸内市応援基金」に積
み立て、寄附金の使い道に沿った事業に活用して
います（下表参照）。

10 億 6,553 万 3,212 円

全国の皆さん

の

ご寄附

から

をいただきました

令和５年度の主な使い道 寄附件数と寄附額の推移
■産業の振興に関する事業
 　企業立地促進補助金　9,928,000 円
■自然または環境の保全に関する事業
 　長船美しい森管理運営事業　12,929,000 円
■医療または福祉の充実に関する事業
 　タクシー活用助成事業　17,654,000 円
■教育、文化またはスポーツの振興に関する事業
　　　邑久スポーツ公園野球場整備事業　44,035,000 円
■安全・安心なまちづくりに関する事業
　消防施設（指揮車、資機材搬送車、高機能消防指令センター）整備事業　
　22,935,000 円
■人権に関する事業
　ハンセン病療養所世界遺産登録推進協議会補助金
　5,026,000 円
■市長が必要と認める事業
　　こどもひろば推進事業　18,755,000 円

※各種プロジェクト
・ハンセン病療養所世界遺産登録推進
   プロジェクト

・夢二のふるさと芸術交流プロジェクト
・こどもひろばプロジェクト
・山鳥毛里づくりプロジェクト
・食のしあわせプロジェクト
・ＵＮＨＣＲを通じた世界難民支援
   プロジェクト　等

令和５年度  
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

寄附件数と寄附額の推移寄附件数（万件） 寄附額（億円）

寄附件数
寄附額

（億円）
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